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肝属川河口付近の水質事故について（最終報）

○肝属川０ｋ４００の第１有明橋付近（東串良町柏原地区付近）で９月２３日に

油膜が確認された件について、転覆した船舶から漏れた油は同日中に船舶の周

囲をオイルフェンスで囲みながら拡散防止対策を行いました。

また、本日、船舶を河川内から引上げ流出源を撤去すると共に、河川内の油は

オイルフェンス及び吸着マット等で回収しました。

その結果、第１有明橋付近での油膜は確認されなくなりました。

○肝属川水質汚濁防止連絡協議会の構成機関（東串良町、肝付町、大隅地域

振興局等）には、事務局から連絡済みです。

○人的被害無し。現時点で魚のへい死等の被害情報はありません。

〇水質事故の概要

１．発見日時 ： 令和４年９月２３日(金) １５時００分頃

２．発生場所 ： 肝属川水系肝属川 左岸 第１有明橋付近

３．発生原因 ： 台風１４号の強風により係留中の船舶が転覆。

※台風１４号の強風が原因と思われる水質事故が多発しました。油類を取り扱う企業や地域住民の

皆様におかれましては、台風接近時のボイラー類の元栓全閉、台風通過後の配管系統の点検を

お願い致します。
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